
原子炉ガスタービン発電システムおよびその運転方法（特許第6083861号）

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構保有特許

大気温度の計測及びインベントリ調整弁の制御を組み合わせ、大気温度の変動に応じて原子炉流量を調
整し、原子炉出口温度を一定に保持することにより、大気温度変動の影響を受けずに原子炉の定格出力
運転を維持することすることができる。

技術的特長

大気温度の変動に応じて原子炉流量を調整し、原子炉出口温度を一定に保持することにより、大気温度
変動の影響を受けずに原子炉の定格出力運転を維持することができるため、原子炉稼働率の低下を防
止することで経済性の向上が可能となる。

発明の効果

大気冷却型発電システムで活用される

(1)原子力発電所

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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大気温度変動の影響を受けずに原子
炉の定格出力運転を維持することする
ことができる本発明の運転方法を適用
できる原子炉ガスタービン発電システ
ム概略を【図１】に、運転方法のフロー
チャートを【図２】に示す。

大気温度変動によるインベントリ調整
弁の調節を行なわなかった場合に17℃
の大気温度上昇により原子炉出力が
定格値に対して6%の低下を示したのに
対して、本発明の方法では一定に維持
できた。また、従前の方法では19℃の
大気温度下降により原子炉出力が定
格値に対して７％上昇したが、本発明
の方法では一定に維持することができ
た。【図３】

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

従来の大気冷却型発電システムでは、
大気温度の変動の影響が大きく、原子
炉の定格出力運転を維持することが困
難である。

従来の問題点

【図１】本発明の運転方法を適用できる原子炉ガスタービン発電システム概略図
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【図２】本発明の運転方法のフローチャート
【図３】大気温度変動に対する原子炉出力対比グラフ
（本発明の運転方法と従来の運転方法）


